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○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）
○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ “急”のつく動作の厳禁、シフトダウンもゆるやかに

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意
脇道から乗用車・人が出て来るかも知れません

冬道での追い越し・車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

積もった雪で道路の幅が狭まくなっていて
路面も滑りやすい状態
比布町 乗用車が正面衝突 １人死亡

２０１８／３／２（金） １９：４４
大きく折れ曲がった車のボンネット…。衝突の激しさが伺えます。２日午後３時前、上川の比布町の町道で乗

用車同士が正面衝突しました。この事故で、車の助手席に乗っていた８０代とみられる女性が病院に運ばれました
が、まもなく死亡しました。現場は片側一車線の直線道路で、事故当時は、積もった雪で道路の幅が狭まくなっ
ていて、路面も滑りやすい状態だったということです。

国道の橋 吹雪で見通しきかず
20台絡む衝突事故で、５人けが

２０１８年３月２日 １９時０４分
２日午前１０時ごろ、青森県の国道の橋で車同士の衝突事故が相次ぎ、トラックなど、少なくとも２０台が巻

き込まれて５人がけがをしました。当時、現場は吹雪のため見通しがきかない状況だったということです。

突然、バックし…自分の車に挟まれる
76歳女性重体

サイドブレーキが掛かっていなかった可能性
２０１８／３／２（金） １８：４０

２日午前７時３０分ごろ、広島県で、車を運転していた女性が上り坂に車を止めて降りたところ、突然、車がバッ
クして開いていたドアと地面の間に挟まれました。女性は胸などをひかれて病院に搬送されましたが、意識不明
の重体です。警察では女性の車のサイドブレーキが掛かっていなかった可能性があるとして調べています。

信号のない交差点

右折車と横断歩行者が衝突、歩行者男性が重体
◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し行いましょう◇

２０１８年３月２日 ２２：１６
２日午後６時１５分ごろ、栃木県の信号のない交差点で右折した、女性（７５）の軽トラックと、横断中の男性（

８１）が衝突した。男性は意識不明の重体で病院に搬送された。

道東道（清水～芽室間） 法面の雪が崩れ
観光バスなど5台が巻き込まれる

２０１８／３／２（金） １８：３９
高速道路でも雪による災害がありました。道東道で法面に積もっていた大量の雪が観光バスなど５台の車に崩

れ落ちました。２日午前１１時半すぎ、道東道の十勝清水インターと芽室インターの間で、事故のため停車して
いた観光バスや乗用車など、５台に法面の雪が崩れ落ちました。雪は高さおよそ７メートル、幅およそ２００メ
ートルにわたって崩落し、乗用車のボンネットの高さほどまで達しました。警察などが周辺を通行止めにして除
雪し、およそ６時間後に５台すべての救出を終えました。当時、現場周辺は雪が降り、風が強かった。


